
お話の学習指導案

教育目標

題名

年齢

主題

キーワード

韓国文化

韓国語

	㎝ 児童(6~9歳)

	㎝ 目標：ハンガンにふなばしをかけたてい じゃくよう（チョン・ヤギ
ョン）のちえをしることができる。

	㎝ 主題：ちえ

	㎝ ちえ, こう（考）, てい じゃくよう（チョン・ヤギョン）, かがくしゃ, 
せいそ（チョンジョ）, ハンガン, ふなばし#すいげんかじょう（スウ
ォンファソン）, 園幸乙卯整理儀軌

	㎝ 目標：ふなばしのように２つのたんごをあわせて、一つのたんごにな
ったことばをしらべる。

	㎝ 単語：배다리（ふなばし）、논밭（田畑）、	
책가방（本カバン）、꽃나무（花木（かぼく））

	㎝ 表現： 	
배다리를 건너다.（ふなばしをわたる。）	
꽃나무를 심고 가꾸다.（花木（かぼく）をうえて、そだてる。）

	㎝ かんこう（ハンガン）にふなばしをかけたてい じゃくよう	
(チョン・ヤギョン）

	㎝ 目標：かんこう（ハンガン）にはし（橋）をかけさせたせいそ	
(チョンジョ）のおやごころにきょうみをもつ。

	㎝ 要素：かんこう（ハンガン）のはし（橋）、こう - 	
せいそ（チョンジョ）のおやごころ



口演 活動内容

題名 を教える

お話の始まりの歌を歌う

おへそにお手てをあてて、こんにちは！
みなさん、こんにちは。わたしはみなさんにたのしいお話をる‘○○○’、
うつくしいお話のおばあちゃんです。

今日、おばあちゃんがするお話は、タイトル、さっさと出てこい!

“かんこう（ハンガン）にふなばしをかけたてい じゃくよう（チョン・ヤギョン）”
です。

かんこくのしゅと（首都）であるソウルには大きな川がながれています。‘ハン
ガン’という川ですね。いまはハンガンにはし（橋）がいくつもかかっています。
むかしはぎじゅつがはったつしていなくて、ハンガンにはし（橋）をかけれませ
んでした。そのため、ハンガンをわたるたびにふねにのっていったそうです。せ
いそ（チョンジョ）のときに、てい じゃくよう（チョン・ヤギョン）がハンガンのは
し（橋）をつくったといいます。ふなばしをどうやってつくったのか、お話をきい
てみましょうか？

“かんこう（ハンガン）にふなばしをかけたてい じゃくよう（チョン・ヤギョン）”
のお話の中へしゅっぱつ！
♬ いち にい さん し！ お話のはじまり！ わたしたちみんなが たのしく、よくきい

てみましょう。 みみはピンと、めはきらっと、じゅんびはできましたか？
いち にい さん し！ しゅっぱつします。パンパン～ 

ごあいさつ



口演 活動内容

お話を聞かせる

むかし、ちょうせんじだいに、てい じゃくようという子どもがすんでいまし
た。とてもりこうで、なんでもすぐにならいました。また、こうきしんがおおく
て、あたらしいことをたくさんかんがえました。文字のべんきょうはもちろ
ん、さんすうとかがくもとてもよくできたそうです。

いつのまにか月日がすぎて、てい じゃくようはこころの広い大人になりまし
た。いつもべんきょうをいっしょうけんめいにしたおかげで、かきょしけんに
もすぐに、ごうかくしました。

かしこい王、せいそは、そんなてい じゃくようをすぐに見いだしました。

“ほほ、てい じゃくようは、すべてのがくもんをよくできるのだな。わたしの
よこで、国のしごとをてつだってくれないか。”

てい じゃくようは、さらにいっしょうけんめいにべんきょうして、文しょうを
かきました。とくに、本だけを見てべんきょうするよりも、人びとのせいかつ
にやくだつべんきょうが、ほんとうのべんきょうだとおもいました。

そうしたある日、せいそにこまったことがおこりました。せいそは、おとう
さんのしとうせいしのおはかをすいげん（水原）にうつしたのです。しかし、
きゅうていとはなれていて、まいとしおはかにいきあいさつをするみちのり
が、とてもながくたいへんでした。とくに、こんかいは、おかあさんのヘギョ
ングン・ホンシのたんじょうびのために、とても大きなおいわいをするかん
がえでした。おいわいがおわって、おかあさんといっしょにしんかたちをつ



口演 活動内容

お話を聞かせる

れて、おとうさんのおはかにいこうとしたのです。せいそは、たくさんの人び
とがかんこうをわたることができる、かんたんで、はやいほうほう（方法）を
見つけたかったのです。

“ふねでかんこうをわたれば、もっとはやくいけるだろうに。たくさんのしん
かとへいしたちをふねにはのせれないし、どうすればいいことか。”

せいそはなやんだあげく、てい じゃくようをよび、たずねました。

“じゃくよう、たくさんの人びとが、かんこうをかんたんにわたるほうほう（
方法）はないだろうか？”

てい じゃくようは、しばらくかんがえこみました。そして、ひかえめにてい
あんしました。

“ふねをつないで、はし（橋）をつくるのはどうですか？”

せいそはひざをポンとたたきました。

“それは、とてもいいかんがえだ！”

しかし、ほかのしんかたちは、てい じゃくようのはなしにはんたいしました。

“ふねをあたらしくつくるじかんがありません！”



口演 活動内容

お話を聞かせる

“ふねがひっくりかえるとあぶないです！”

しかし、てい じゃくようは、かたくなにいいました。

“しんぱいなさらないでください。みんながちからをあわせれば、じゅうぶ
んにできますよ。”

せいそは、さいしょの川のはばがてきせつで、すいせい（水勢）がつよくな
いばしょにきめました。そして、てい じゃくようにすぐさまふなばしをつくる
ようにいいました。

ていじゃくようは、ふなばしをどうつくるかをえがいてみました。人びとが
え（絵）を見てすぐにわかるように、くわしくないようをかきだしました。そ
れから、はし（橋）をつくるときにひつようなふねもかりてきました。ふねは
あたらしくつくらずに、ものをはこぶためのふねをあつめてきました。もちろ
ん、ふねをかしてくれた人たちには、お金をわたしました。そして、みんなよ
りいっしょうけんめいに、ふなばしづくりをたすけました。

てい じょくようは、あつめたふねをぼうでずらりとつなげました。そして、
人とうまがわたれるように、まん中にまつのいたをおきました。その上には
しばまでひいて、ほんとうのみちのように見えるようにつくりました。てい じ
ゃくようは、めしつかいといっしょにすごして、やすまずにしごとをつづけま
した。やがて、てい じょくようがかいたえ（絵）のように、だんだんとふなば
しが、かんせいされていきました。これを見ていた人びとは、みな、とてもふ



口演 活動内容

お話を聞かせる

しぎがりました。あぶないとはんたいしたしんかたちも、ほめたたえました。

“うぁ、ほんとうにすばらしい！”

“どうやってこんなかんがえをしたんだろうか？”

ついに、すべてのどりょくのおかげで、ふなばしがかんせいされました。す
てきでながいふなばしは、かんこうをわたしてつながりました。

“ほほほ。よくやった！すばらしい！”

せいそも、てい じょくようがつくったふなばしを見て、よろこびました。

そのあと、せいそのおかあさんのたんじょうびいわいが大きくひらかれま
した。おいわいがおわったあと、せいそはしんかたちといっしょに、おかあ
さんをつれてしゅっぱつしました。おとうさんのしとうせいしのおはかがあ
る、すいげん（スウォン）かじょう（ファソン）にですね。

“じゃあ、ふなばしをわたってみよう！”

せいそは、しんかたちにいいました。もぞもぞしたしんかたちを見て、せい
そがけらけらとわらい、いいました。



口演 活動内容

お話を聞かせる

“ふなばしでかんこうをわたれば、すぐにすいげん（スウォン）にいけるぞ。
しんぱいするな。てい じゃくようはぜったいにものをてきとうにつくる人で
はない。あんぜんだ。じゃあ、いこう！”
せいそがふなばしをわたりはじめると、うしろについて、へいしたちとしん

かたちもふなばしをわたりはじめました。ものをのせたばしゃもついていき
ました。しっかりとしたふなばしは、みながわたりおえるまで、びくともしま
せんでした。

“いやぁ。ぶじに川をわたったな！”

ぎょうれつをみまもった人たちが、はくしゅしてさけびました。

“じゃくよう、おまえがつくったふなばしのおかげで、かんたんにはやくとう
ちゃくすることができた。ありがとう。”

せいそが、てい じゃくようのてをぎゅっとにぎっていいました。

ていじゃくようは、そのあともさまざまなはつめいひんをつくりました。ま
た、たみたちのせいかつにたすけになる本もたくさん書きました。



口演 活動内容

韓国文化, 韓国語を紹介する

みなさん、おばあちゃんがしたお話をよくききましたか？てい じゃくようはハン
ガンにふなばしをつくりました。どうやってつくったのか、いってみましょうか？

そうですね。ふねとふねをつないで、はし（橋）をつくりました。‘ふね（ペ）’と ‘
はし（タリ）’がくっついて‘ふなばし（ペタリ）’になりますね。このように二つの
たんごをあわせて、あたらしいたんごをつくったりもします。‘田（ノン）’と ‘は
たけ（パッ）’がくっついて、 ‘たばたけ（ノンパッ）’, ‘本（チェッ）’と ‘かばん（カバ
ン）’がくっついて、‘本かばん（チェッカバン）’になるようにですね。そしたら、‘
はな（コッ）’と ‘木（ナム）’がくっつくと、なにになりますか？はい。わたしたち
がうえてそだえる‘かぼく（コンナム）’ですね。おともだちも、二つのたんごを
あわせたことばをさがしてみてください。

みなさん、てい じょくようが、ハンガンにふなばしをつくったりゆうはなんで
すか？

はい、せいそ王（チョンジョ）がおねがいしました。まいとし、おとうさんのお
はかがあるすいげん（スウォン）までいくみちがとてもとおく、おかあさんとお
おくのしんかたちがハンガンをかんたんではやくわたれるようにするためで
した。そのため、ふなばしはせいそのおやごごろとてい じょくよう（チョン・ヤ
ギョン）のちえがこめられたはつめいひんです。ていじゃくよう（チョン・ヤギョ
ン）はふなばしいがいにも、さまざまなはつめいひんをつくりました。ていじ
ゃくよう（チョン・ヤギョン）のはつめいひんはすいげんかじょう（スウォンファ
ソン）をつくるときに、大きなやくわりをしましたね。ていじゃくよう（チョン・ヤ
ギョン）のはつめいひんにきょうみがあるおともだちは、‘どらんどらん　お話
ホームページ’でくわしいないようをしらべてみてね！



口演 活動内容

お話のあとのうたをうたう

ごあいさつ

みなさん、おばあちゃんといっしょに“かんこう（ハンガン）にふなばしをかけ
たてい じゃくよう（チョン・ヤギョン）”のお話をいちどまとめてみましょうか？

てい じゃくよう（チョン・ヤギョン）は、おおくの人びとのたすけになるはつめ
いひんをつくったがくしゃでもありながら、むずかしいたみたちのせいかつを
見まもる、すばらしい人がらをもった人でした。みなさんもまわりを見なが
ら、こうきしんをもってください。すばらしいはつめいか、かがくしゃになれる
とおばあちゃんはおもいます。

そしたら、お話のおわりのうたをいっしょにうたいながら、おばあちゃんとあ
いさつします 。 お話のおわりのうた、はじまり！
♬ いち にい さん し！お話のはじまり！ わたしたちみんなが たのしく、よくきい

てみましょう。 みみはピンと、めはきらっと、じゅんびはできましたか？ 
いち にい さん し！ しゅっぱつします。パンパン～

おへそにお手てをあてて、ごあいさつ！
みなさん、つぎのうつくしいお話のおばあちゃんであいましょう。
さようなら！

お話を整理する 


